学習カード方式

討議法についての基本知識

1．討議法の種類

(1)　全体討議法

(2)　グノレープ討議法

(3)　フォーラム

(4)　パネル・ディスカッション

（5）　シンポジューム

２. グループ討議法の特徴
	(1)　グノレープ討議法の長所
	(2)　グノレープ討議法の短所

	①学習者の学習意欲が高い

②他人理解ができる

③白分の考えの是非が判断できる

④自分たちで結論を出す楽しみがある

⑤他の技法とのミックスがしやすい
	①時間がかかる

②体系的な指導、教育ができない

③リーダーの意見に左右されやすい

④意見が対立した場合、しこりを残す

⑤グループごとに場所を必要とする


３．グノレープ討議法による指導の仕方

(1)　グノレープは5人程度の編成にする

(2)　テーマの選択をよく考える

(3)　討議時間を適切に設定する

(4)　各グループの距離をとって話が聞こえないようにする
(5)　結論、結果について適切な講評を行う
４．グループ・リーダーの心得

(1)　協力の要請を盛り込んだ短い挨拶をする

(2)　テーマについて、何を、どうするかを話す

(3)　タイム・スケジューノレを事前に告げる

(4)　できるだけ多くの意見を出させる、また意見が出ないときは誘い水を出す
(5) 必要に応じてカード方式（ポストイット）を用いる
(6) 出された意見の批判、非難はしない
(7) 合意を取り付けながら結論を出していくが、少数意見も付け加える
(8) 協力に対して感謝の意を表わして終わる
講義法についての基本知識

1.　講義法の特徴
	(1)講義法の長所
	(2)講義法の短所

	①もっとも簡便な技法である

②多くの人に均質、均等に知識(情報)を与える

③教育の生産性が高い⊂篶姉)

④講義のコントローノレがしやすい
⑤他の技法とのミックスがしやすい
	①画一的で、きめこまかな指導ができない

②学習の理解度、習得度がチェックできない

③講師の良し悪しに左右される

④知識の定着が悪い

⑤学習者は受動的であり、学習意欲を欠く


２.　講義の準備

(1)　テキストを用意する

(2)　教える内容を完全に理解する

(3)　講義の予行演習をする

(4)　教室の下見をする

(5)　教具の最終チェックをする

３.　講義での話し方

(1)　導入部分

①　印象に残る自已紹介をする

②　学習者の緊張をほぐす

③　講義の目的、意義について話す

④　講義の骨子、大要について話す

⑤　タイム・スケジューノレに触れる

(2)　本論の展開
①親切ていねいに、また正確に話す　　　

②たとえ話、実話、実例を入れて分かりやすく話す
③数字、統計データを示す　　　

④本から引用したり、格言、故事を利用する
⑤重要事項を強調する
⑥時にはユーモアを交えて話す
⑦情熱をもって話す　
(3)　結び (講義のエンディング)の仕方

①学習者に間いかけたり、質問を受ける

②骨子、大要を繰り返す

③重要事項を再度指摘する

④さらに深い知識の習得法を教える

⑤感謝の気持ちを表わす

事例研究法についての基本知識

1.　事例研究法の種類
(1)ケース・メソヅド　(ハーバード大学方式)

(2)ケース・スタディ　(シカゴ大学方式)

(3)インシデント・プロセス方式
２.　事例研究法の特徴
	(1)事例研究法の長所
	(2)事例研究法の短所

	①学習者は楽しく学習できる

②自分たちの意見、考えが活かされる

③協調性、感受性などが培われる

④良い意味での競争心が出て、良い結論が得られる

⑤学習者は自分たちの力量の評価ができる
	①ケース(事例)づくりが難しい

②時間がかかる

③所要時間にバラツキが出てコントロールしにくい

④取り組む課題・間題が個別的であり、体系的な学習ができない

⑤広い部屋や特別の部屋を必要とする


３.　事例研究の効果的な進め方

(1)良いケースをつくる

(2)個人よりもグノレープで行う

(3)情報を与える場合には、均質・均等に与える

(4)結論、結果について適正に評価する

(5)テーマについて体系的に指導する

役割演技法についての基本知識

１.　役割演技法についての基本理解一

(1)　ローノレ・プレイングとは

(2)　プレヤー（演技する人）とオブザーバー（観察者）
(3)　状況設定の重要性

２.　役割演技法の特徴
	(1)役割演技法の長所

	①臨場感をもって学習できるので実践的である

②学習者が自ら考え演技するので主体性が保てる

③身体で覚えるため容易に忘れない

④学習者は自分を客体化できる

⑤知識と行動のギャップについて、身をもって知ることができる

	(2)役割演技法の短所

	①演技が表面的になりやすい

②学習者のなかに演技に抵抗を示す者がいる

③演技が下手だとシラケてしまう

④体系的な知識、技術の習得ができない

⑤時間がかかる


３.役割演技法を効果的な進め方

(1)演技しやすい雰囲気をつくる

(2)状況設定を明確に告げる

(3)主役、脇役を入れかえる

(4)VTRを利用する

(5)オブザーバーに講評させる
役割演技法の演習
	≪演習設定内容≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　（演技時間：約2分間）

主　役＝○○自治体研修企画担当者

脇　役＝コンサルタント会社の営業マン
場　所＝○○自治体の応接室（会議室）
状　況＝コンサルタント会社の営業マンが、○○自治体の研修企画担当者に研修を売り込みに来ている。営業マンは、各種研修の「特徴・長所」を売り込む。

　　　　これに対して○○自治体の研修企画担当者は、「短所や価格」を聞き出しながら、適切な研修方法、時期を打ち合わせて採用して、入札にすることを告げる。

	観察者＝観察シートに従って、観察を行い、演技後に「良かった点、改善点」を主役にフィードバックする。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜記録用紙＞
	主役名（研修企画担当者）
	


主役のロールプレイ（演技）を見て、下記の点を評価して本人フィードバックしてください。

	観察者名
	

	基本
	落ち着いた演技であったか
	０　・　１０　・ ２０

	
	メリハリのある会話であったか
	０　・　１０　・ ２０

	話し方
	商談の重要な部分を確認しながら進めていたか？
	０　・　 ５　・ １０

	
	重要ポイントを確認しながら進めていたか？
	０　・　 ５　・ １０

	展　開
	研修の特徴や長所・短所を把握する話し方であったか？
	０　・　 ５　・ １０

	
	研修に準備が必要な備品など必要事項を確認したか？
	０　・　 ５　・ １０

	点数合計（１００点満点）
	


	コメント：良かった点・改善点




